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写経会6/7（日）13時半 読書会 6/9・6/23（火）13時半

空豆・反豆・蚕豆・天豆・野良豆
（そらまめ） （そらまめ） （そらまめ） （てんまめ）

（のらまめ）

●そら豆が美味しい季節になりました。漢字の「空豆」はさやが天に向かって直立して実る

ことから。実が反った豆なので「反豆」などの説もあります。「蚕豆」は、ふっくらしたさ

やの形が蚕の繭に似ていることと、ちょうど蚕が繭を作るころに食べごろを迎えることに由

来するといわれています。その他に天豆、野良豆､唐豆など多くの名前で親しまれています。

●豆類はサヤエンドウ、スナップエンドウ、グリンピース、インゲン､枝豆といろいろ作って

きましたが、そら豆は今年が初めてです。収穫までもうちょっととなりました。つゆ入り頃

に採り立てをさやごと焼くか、さっとゆでておつまみにできるかと思うと今から楽しみです。

●豆類は種を植えてから収穫までの期間が他の作物よりが長く半年以上かかります。そら豆

もサヤエンドウも11月の中頃に種を植え、12月に芽を出しましたが､冬の間は成長が止まった

かのように霜が降っても雪が降っても寒さにじっと耐えて大きくなることはありません。3月

に入って春の日差しを浴びると一気に急成長を始め､4月半ば過ぎると花をつけて5月からサヤ

エンドウは毎日食卓に上ります。そら豆はこの時点でまだ収穫できません。もう7ヶ月です。

●また連作障害にも気をつけなければいけない作物です。同じところで翌年も作ると生育が

著しく悪くなるので､数年は場所を変えて作らなければなりません。豆類はその期間が長いよ

うです。昨年作った場所は覚えていても三年前までは覚えていません。また何カ所も転々と

できるほどの大きさの畑ではないので、どうしても年によって収量に差ができてしまいます。

●連作障害の原因は主に三つ、１，病原菌や害虫の増加、２，養分の偏り、３，生育阻害物

質、この三点にあるようです。話は飛びますが、人間界の長期政権も連作障害に似ているこ

とに気づきました。首相（種）は変わっても政権政党(豆類）は変わらない構造は連作に似て

います。それは政権の腐敗と驕りという連作障害を引き起こしかねません。１､国民よりも支

持母体のために行なう政策が次第に国民を苦しめる病原菌と害虫。２､利権構造による富の偏

り。３､補助金漬けの成長阻害。日本は連作障害に陥っていなければよいのですが。



狂言綺語…選択(未来を語る）
1日の温度差が激しいほど､また昨日と今日の温度差が激しいほど､体への負担が大きいと言われています。

今年の春から初夏にかけては以前にも増してこの温度差が激しく､体調を崩す人も多いようです。最高気温
が30度を超える真夏日になったかと思うと、翌日はやっと10度を超える三月初めの気温です。1日の間でも
朝は霜が降りたかと思うと､日中の最高気温は25度となる夏日です。まだ湿度が低いのと、そよ風が心地よ
いので何とか過ごせますが、今年初めて30度を超えた日は湿度も高く体がだるい1日でした。ジェットコー
スターのような気温変化が体調を不安定にするのと同様、一本調子で右肩上がりに上昇する物価や住宅ロー
ン、あるいは落ち始めると坂を転げ落ちるように下がる円と内閣支持率のように、急激な変化は私たちの心
身だけでなく、政治や経済も翻弄し、将来への不安だけが増幅する不安定な環境の中で生活しなければなら
ないのです。嵐に巻き込まれた船に乗り合わせた私たちは、何かに掴まっていなければたちまち溺れてしま
います。そんな不安定な時に頼りとして現われるのが､宗教家と政治家と詐欺師なのではないでしょうか。
宗教家は未来を語る人達です。未来を語ると言うことは、過去の因が現在の果であるとの今をありのまま

に観ることによって、今の因が果となる未来をありのままに語ることです。そのためにお釈迦様はありのま
まに観るための方法として八正道を提示しました。・正見：物事を偏見なく正しく見ること・正思惟：欲や
怒りに流されず正しく考えること・正語：うそや悪口を避け、誠実に正しく語ること・正業：正しい行ない
をすること・正命：正しい生活をすること・正精進：正しい努力をすること・正念：正見を得る目的を念じ
忘れないこと・正定：正しく清浄な心を安定させる禅定に入ること、以上の八つの道を正しく歩めば､私た
ちは望むべく未来へ正しく歩んでいけるとお釈迦さまは教えてくれているのです。信心を持つことで望む未
来とは具体的には人それぞれかもしれません。しかしその具体的な望みの総体は「安らぎ」と呼ぶことがで
きるものでしょう。お釈迦さまはそれを印度の言葉では「ニルバーナ」、「涅槃」と呼びました。悟りの境
地のことです。そこは心の平和と安定が実現するところ、私はその境地を「安らぎの処」と呼んでいます。
八正道を言葉で説明すれば､当たり前に私たちが日常で判断している行動です。しかもその判断はそうす

ることが､自分の安らぎのためであると言う「正しい」判断です。しかし判断は常にいくつかの選択肢のど
れを選ぶかの判断になります。それが自分にとっての正しい未来への道だと判断するためにはある道を選び、
その他の道を破棄しなければならないのです。選択本願念仏集で法然聖人は「選択とはすなわちこれ取捨の
義なり」と。選択はまさしく何かを取捨選択すると言うことです。また「選択と摂取とその言は異なりとい
えどもその意これ同じ」と語っています。取捨した選択を含めて全てが選択の中に取り込まれている（摂
取）と語っているのです。選択することは過去の因を全て受入れた(摂取）上で、未来の果を望んで歩み続け
ることなのです。これが宗教家が未来を語る八正道の実践方法です。選択本願念仏集を徹底的に批判した日
蓮聖人もその著作「守護国家論」で、過去からの先人の選択を正しく観て、その選択の上に彼自身が未来に
向けて自分はどのような選択をしたかを語っているのです。安らぎの処への道の辿り方は法然も日蓮も互い
に異なりますが、共に選択の正しさへの信念と覚悟を持って､それを私たちの進むべき未来と示しているの
です。過去の因も現在の果も八正道の実践がありのままに観ることを可能にし、未来の道を指し示すことが
できるのです。宗教家の役割は、その未来が安らぎの処、悟りの境地であることを示すことにあるのです。
宗教家の語る未来は､各々の選択と道筋は異なれども衆生に共通の未来です。つまり安らぎの未来です。

私が信じる選択をして､その選択のままに日々を生きることが信仰です。各々の因も果も、各々の因果です。
その因も果も自ら選択したものです。ですから、もし他者が「これがあなたの因果です」と示すとすれば、
ある目的のためにあなたの因を捏造し、あなたの因果と信じ込ませようとしているだけなのです。あなたの
過去を騙りその過去を信じ込ませることで利益を得る、宗教を手段とする詐欺師です。彼らは「あなたの祖
先の悪行が因となって、今のあなたに不幸があるのです。教団に寄付をして祖先の悪行(因）を消さなければ
なりません」と騙るでしょう。宗教者は過去をありのままに観てありのままの今を選択して、安らぎの未来
を指し示す者です。一方、宗教を騙る詐欺師は過去の因を捏造し、人々の未来に悪果をもたらす者です。
信仰は個人の選択です。因果は自らの選択によって与えられるわけです。これが自業自得です。選択の自

由とその因果は全て選択した本人に帰するのです。しかし社会的存在である私たちは、権力行使者の選択に
生活の選択を委ねるしかないのです。政治家が過去をありのままに観ることなく未来を語り始めたら､その
先の道は何処に続くのだろうと､私たちは不安に晒されるでしょう。過去をありのままに観る(八正道）こと
なく語（騙）られた今と未来は、国民もそれを語る政治家にも悪果がもたらされるはずです。政治家は自業
自得ですが､私たちはとばっちりと思うでしょう。しかし私たちもそれを選択した一員(民主主義の原理）と
して､それも自業自得なのです。ここに個人の信仰と社会の一員としての選択の困難と矛盾があります。日
蓮は仏法(信仰）を王法(法律)の上位概念とすることで解消しようとしましたが､未だ実現していません。
与党の政策責任者(未来を作る責任者）の発言です。「皇室についての議論は非常に重い。初代の神武天皇

から１２６代にわたり、様々な過程を経ながらただ一度の例外もなく、男系で継承されてきた。」古事記で
は神武天皇は137歳まで生きました。14代の仲哀天皇までは神話時代の天皇と呼ばれ､いずれも100歳以上の
長寿です。古代人は今より遥かに長寿だったとの事実を認めないと、彼はこれを伝統である今に続く正当な
選択の結果として未来を語ることはできないでしょう。神話と事実を混同して語ることは既に騙りなのです。


